
 

 



 

 

 

 

 

（１）「春闘」とは？ 

「春闘」の始まりは、1955年の私鉄総連、炭労、電産、合化労連、

紙パ、全国金属、化学同盟、電機労連の8単産共闘による賃上げ交渉

とされています。「春闘」が発展・定着した60年代後半から70年代前

半には、毎春季に金属産業などの単産をパターンセッターとし、ストライキを含む闘争を行っ

て二桁の大幅賃上げを実現し、その賃上げ水準を他産業、中小企業、公務員にまで波及させて

きました。企業別組合という日本の労働組合の限界を産別共闘でカバーし、個別企業の競争の

外部に賃金相場を形成し、ある意味総体としての賃上げを実現していったのです。1972年「春

闘」の闘争参加者は900万人を超え、1974年「春闘」では32.9％もの賃上げを達成するに至り

ます。その後、高度成長の終焉に伴い、大幅賃上げはなくなりますが、それでも毎年5％程度

の賃上げを実現してきました。しかし、1989年の総評解散と連合発足、そして1991年のバブル

崩壊を経て、賃上げ率は5％を切って低下し続け、2002年からは1％台が続く状況となって今日

に至っています。実質賃金で見るならば、1997年から2014年の間に10％以上も下がっているの

です。 

（２）まずは要求を！ そして要求の実現を！ 

 今一番大きな問題は、労働組合が要求せず、あたかも要求することを忘れてしまったかのよ

うであることです。労働者自身もほとんど守勢であり、現状さえ維持されていれば不平を言わ

ず、自ら労働条件を改善して行こうなどとは夢考えない。そのため、今日の労使紛争は、労働

組合、労働者から仕掛けることは稀であって、大抵会社が何かを仕掛けてきたことへの防戦か

ら発生するという状況です。だから、勝っても現状維持、負ければ大幅後退、引き分けでも半

分後退という有様だと思います。 

 そして、こうした関係が長く続いてきた結果、今では要求すること自体が、何かイレギュラ

ーな、不当なものであるかのように受け取られる社会的風潮すらあります。例えば、アルバイ

トが、時給を100円上げてくれと会社に要求し、要求を飲まなければ仕事をしない等と言えば、

あたかもごねているかのごとく思われかねない状況です。そのため、要求を出すにしても、悲

しいかな、その行為自体を正当化する何かのきっかけが必要になっていると思うのです。 

実のところ、「春闘」という言葉を引っ張り出すのは、会社に要求を出すためのきっかけづ

くりでしかありません。何もない状態でいきなり賃上げ要求等すれば、会社は「何を突然！」

「いちゃもんをつけるのか！」と思うかもしれませんが、「春闘」と言われれば会社も何とな

く納得するのではないかと思います。「春闘」は歴史的には高く評価されるべきだと思います

が、実態としては解体しています。ただ、それでも歴史的名声と社会的認知度の高さから、利

用価値は残っています。要求することの正当性が、社会的にも、会社にも当然に受け入れられ

るということです。というわけで、組合員の皆さん、「春闘」を口実に、何の憚りもなく、会

社に要求を突き付けましょう！ こちらから要求するのですから、負けても現状維持です。引

き分けでも半分前進です。勝てば要求実現です。守勢にだけ立っていたのでは気が滅入ります。

時には攻勢に出て、気持ちよく交渉しましょう！ 

特集 春闘  



 

 

 

 

 会社に対して何かを要求するために組合に加入された方は少ないのではないでしょうか？ 

むしろ、会社が耐え難い不利益な取り扱いをしてきたのに対し、身を守るために組合に加入し

たという人が大部分を占めているのではないかと思います。 

現在職場に留まっている方は、こうした会社からの攻撃を跳ね返した方が多いと思います。

解雇を撤回させた、退職勧奨を跳ね返した、降格・減給を阻止した、パワハラを止めさせた、

残業代を支払わせた等々。しかし、これで終わりにする必要はありません。守勢から攻勢に転

じましょう！ 労働組合は本来労働条件改善を要求していくものです。 

 管理職ユニオン・関西と関西ユニオンでは、この 3 月から一斉に各職場での賃上げその他の

労働条件改善に取り組みます。今のところ、下記の職場で取り組むことが決まっており、団体

交渉の申入れ等を行っています。 

会社名 労働者の立場 交渉事項・要求内容 団交申入れ等 

㈱インテリジ

ェンス 
正社員 月額 10000 円の賃上げ 2 月 29 日団交 

前田不動産㈱ 

八千代建物㈱ 
正社員 

2016 年度の定期昇給基準と金額の交渉 

2016 年度の賞与支給基準と金額の交渉 

パワハラの再発防止の具体策策定 

3 月 2 日団交 

丸富㈱ アルバイト 
時給 60 円アップ 

夏冬 1 か月分の賞与支給（現状は寸志のみ） 
3 月 2 日団交 

上田清掃㈱ 正社員 賃金日額 1000 円アップ、賞与夏冬 25 万円 3 月 7 日団交 

大都美装㈱ 正社員 2016 年度定期昇給と賞与の基準と金額 日程調整中 

㈱浜学園 正社員 3％の賃金アップと夏季賞与 1 ヵ月分支給 日程調整中 

㈱ＧＨＰ パート 時給アップ、有給完全消化 
団交申入れを

準備中 

㈱浜学園 正社員 2016 年度定期昇給と賞与の基準と金額 
団交申入れを

準備中 

井高野福祉会 正社員 就業規則・給与規定の改定 交渉継続中 

 

 労働運動が弱体化している中で、「労働条件は会社が決めるもの」という思い込みが横行し

ています。しかし、本来「労働条件は労使対等で決定するもの」です。 

今の待遇で満足している方は少ないと思います。もちろん、交渉したから必ず労働条件が改

善するとは限りませんが、やらなければ何も変わりません。ダメ元でも要求し続けることが大

切かと思います。要求し続ければ、それだけで労使関係は変わってきます。今回は思ったよう

な成果が出なくても、次は要求が通るかもしれません。要求を通すためには何をすれば良いか

も見えてくると思います。 

ともあれ、今の待遇に納得できないのであれば、まずご相談ください！ いつでも交渉を始

めることは可能です。 

時期は春闘、賃上げを要求しよう！ 



 

 

 

 

 

 

 日時：3 月 20 日（日）13:00～  （デモ出発 14 時） 

 場所：中之島公園女神像広場集合（大阪市役所南側） 

 デモ：大阪市役所前～御堂筋南下～難波解散（15 時半解散予定） 

     ※終了後、組合事務所にて持ち寄り交流会！ 

 3 月 20 日（日）、管理職

ユニオン・関西と関西ユ

ニオンの共催で、春闘御

堂筋デモを行います。他

の友好労組にも協力と参

加を呼び掛けています。

組合員の皆さんは是非ご

参加ください！ 

 安倍政権発足以降、労

働法制の改悪が矢継ぎ早

に打ち出されています。

今通常国会においても残

業代ゼロを可能にする労働基準法改悪がもくろまれており、厚生労働省では解雇の金銭解決制

度導入に向けた検討が始まっています。そして、法改悪を先取りするように、非正規労働者は

増加の一途を辿り、正社員も長時間労働を強いられるなど、全体としての労働条件は悪化し続

けています。自公が多数を占める国会には期待できません。こうした中、私達は現場の力で法

改悪と労働条件の悪化に歯止めをかけていく必要があると考えます。デモに参加し、広く社会

にアピールしていきましょう！ 

 

《スローガン》（一部抜粋） 

1、最低賃金を全国一律 1200 円に！ 

2、同一価値労働同一賃金、均等待遇の実現を！ 

3、残業代ゼロ法案反対！ 

4、解雇の金銭解決制度導入反対！ 

 

2016年 春闘御堂筋デモにご参加を！ 



 

（解決報告）A社 組合員 SZ さん（30 代女性） 

 

相談内容(2015年 2-3月) 

入社後に降格・減給があることを知る 

2014 年 9 月入社。営業職。入社後に評価制度が変更され、目標を達成できなければ降格・

減給になると知らされる。ところが勤務実態として成績に繋がらない仕事が多く、朝礼で上

司から成績不振について叱責される等の圧力もあり体調が悪化、ユニオンに相談。 

その後しばらくは勤務を続けていたが、3 月に入ってから病状が悪化し、出勤できなくな

ったため、職場環境の改善を求めて出向先の会社に団体交渉を申し入れた。 

会社側の反応（2015年 3-4月） 

会社は電話に出ない 

最初は 3 月 9 日付で雇用主 A 社に団交を申し入れたが、3 月 13 日付で出向先 E 社から回

答書が届き、検討期間が必要であること、電話や面談には応じないことが記載されていた。

その後、団交とは別に有休申請の関係で会社に数回電話をかけたが、担当者が対応すること

はなかった。 

3 月 26 日付で再び E 社から回答書が届き、本件は E 社が対応することを表明した上で、

①当ユニオンが団交を申し入れうる根拠を明らかにするよう求めること、②開催場所を本社

のある東京にするよう求めること、③電話や面談に応じないこと等が記載されていた。 

個人加盟ユニオンの団交権そのものを疑う姿勢 

これらの要請が何を意味しているのか当初はよく理解できず、組合からは①ユニオンが労

働組合で SZ さんが組合員であり E 社の従業員であることから団交応諾義務があるというこ

と、②開催場所は勤務地である大阪にするべきことを述べた上で、再度団交を申し入れた。 

これに対して会社は 4 月 9 日付回答書において、①従業員のうち 1 名のみが組合員である

から集団的労使関係とは言えないこと、②開催場所は東京を希望するが名古屋までなら譲歩

しうることを主張して、再度団交を申し入れうる根拠を示すよう求めてきたため、ユニオン

としては事実上の団交拒否であると判断し、労働委員会に不当労働行為の救済を申し立てた。 

労働委員会 第 1-2回（2015年 4-7月） 

労働委員会の第 1回期日に会社側は欠席 

4 月 17 日付で申立書を提出し、第 1 回調査の期日は 5 月 20 日であったが、なんと会社側

は欠席しており、解決に向けて協議を始められるのかどうか不安が増した。 

ところが 6 月 19 日付で会社側から準備書面１が提出され、内容はともかくとして対応す

る意思があることは確認できた。内容的には、①申立人が労働組合法上の適格組合であるこ

とについて労働委員会に釈明を求めること、②団交開催の条件を協議中であり団交拒否の事

実は存在しないこと等を主張するものであった。 

7 月 1 日の第 2 回調査では、具体的な協議には入らなかったが会社側も出席しており、弁

護士 3 名に社員 2 名が東京から来るという何とも豪勢な面子であった。 

本来の要求内容についても協議 

そもそも組合側としては、団交拒否そのものについて争い続けるというよりは、本来の協

議事項についても議論を進めようと考えていたため、会社側の主張に対して真っ向から反論



 

するのではなく、7 月 21 日付の組合側の準備書面（１）では、職場環境の何が原因で発病

したかという具体的な事実を列挙することで会社側の責任を問うた。 

労働委員会 第 3-5回（2015年 7-10月） 

退職を前提とした金銭和解の方針 

このように団交拒否そのものと並行して、本来の協議事項も議題に含めつつ進め始めた 7

月 29 日の第 3 回調査のとき、労働側委員から会社側の感触について聞かされ、内容的には

①会社は本件に労働組合が関与することに否定的な考えを持っていること、②早期解決した

い意思はあるが姿勢としては受身なので組合側から方向性を示して欲しいこと、が伝えられ

た。 

そこで 9 月 8 日の第 4 回調査では、組合側としては会社が原因で発病したという認識に基

づき、慰謝料や生活保障の意味合いで賃金 6 ヶ月分による和解を腹案としていたが、当日は

和解協議に至らなかった。 

和解に向けた金銭交渉 

その後、半年勤務で 6 ヶ月の和解金というのは、相場と比べて高額過ぎるだろうとの指摘

もあり、10 月 14 日付で組合側から提出した準備書面（２）では、離職理由を会社都合とし

た上で賃金 3 ヶ月分による和解を提案した。 

10 月 21 日の第 5 回調査は和解金額についての交渉となった。まず組合側が準備書面の通

り 3 ヶ月分を要求したところ、会社側からは最大限努力しても 1 ヶ月分相当の 30 万円しか

出せないとの回答であった。その後、組合側の譲歩や委員の先生方の説得を繰り返し、最終

的には次回期日までに労働委員会の関与和解が成立するならば 45 万円まで出せるとの回答

まで引き上げられた。 

労働委員会 第 6回（2015年 10-12月） 

和解の形式をめぐる問題 

第 5 回調査の最後に会社側から提示されていた和解要件は、①次回期日を待たずに和解が

成立すること、②当事者間の和解ではなく労働委員会が関与することの 2 点であったが、こ

れは労働委員会が想定している制度では不規則的な方法であるため、会社側の弁護士と公益

委員との間でも論争になっていた。 

間もなく 45 万円という金額については SZ さんの同意を得られたが、この和解の方法につ

いての問題が残ることになった。もし次回期日までに解決しなければ当然ながら前回提示さ

れた 30 万円まで引き下げられるのである。 

そこで準備書面や上申書を通じて、会社側に対しては、組合でなく SZ さん個人との和解

を成立させるのは不可能か打診してみたり、東京からの出席者を減らすことで金額を維持で

きないか提案してみたりし、労働委員会に対しては実質的に和解が成立しているのだから期

日前に可能な方法を検討して欲しいと申し入れた。 

和解 

これらの努力の甲斐あってか、次回期日寸前に提出された会社側の準備書面では和解案と

して、①会社都合の 30 万円、②自己都合の 45 万円という選択肢が与えられ、

自己都合退職であっても実質的な不利益は少ないと判断して SZ さんの同意

も得られたため、12 月 18 日の第 6 回調査において 45 万円で和解が成立し

た。 



 

（解決報告） D社 組合員 YM さん（50 代男性） 

テレアポ。雇用形態は途中で変更されているが、労働時間はフルタイム。勤続約 3 年。 

相談内容(2015年 7月 31日) 

①当初は正社員として入社したが、勤続 2 年目の途中から有期雇用に変更された。今まで意識してこ

なかったが、給与明細によれば雇用されている会社が何度か変わっている。 

②正社員のときは毎日 9:00-21:00 で勤務していたが残業代は支払われていない。また月に数日しか

休日がない。 

③現場監督と部長から暴力を伴うパワハラを受けている。最近の出来事としては女性社員から苦情が

出ているとして懲戒解雇にすると脅されている。 

団交申し入れ(2015年 9月 5日) 

事務所へは何度か相談に訪れたが、9 月に入ってシフトが週 1 に減らされたのを契機に、①シフト、

②パワハラ、③未払い賃金の 3 点を協議事項として団交を申し入れた。 

団体交渉(2015年 9月 14日) 

①シフト減について会社側は、件の女性と顔を合わせないための配慮であると主張し、実際に女性が

嫌がっている事実も確認できていたため要求を取り下げた。 

②パワハラについては、組合側の事実認識を伝え、会社側が調査して後日回答することになった。 

③未払い賃金については、会社側は違法なことはしていないつもりだと主張したため、契約書やタイ

ムカードを後日送付してもらい、未払い賃金の有無を確認することになった。 

回答書(2015年 10月 1日) 

②パワハラ問題については、暴力行為については否定した上で、「社員育成の方法としての叱咤激励

を相手に合わせる様反省します」という程度の回答であった。 

③未払い賃金については、契約書とタイムカードが送付された。 

要求書(2015年 11月 6日) 

会社側から送られてきた資料と、正社員時代は毎日 21:00 まで勤務していたという本人の主張に基

づいて、未払い賃金約 99 万円の支払いを要求した。 

回答書(2015年 11月 12日) 

労働時間の実態については概ね組合側の主張を認めつつ、17:00 以降の労働時間については雇用契

約でなく委託契約であったと主張し、未払い賃金を請求するならば委託料として支払った分を返還す

るよう逆に要求してきて、相殺すれば約 23 万円のマイナスになるとの回答であった。 

確かに書面としては、雇用契約書と業務委託契約書に分かれているが、実態としては 17:00 以降も

同じ上司の下、同じ職場で同じ業務をしていたのであり、さすがに会社側の主張には法的レベルで無

理があり、また送付されてきた資料により証拠も揃っていたため、労働審判を申し立てた。 

労働審判(第 1回 2016年 1月 26日、第 2回 2月 4日) 

事前に提出された弁護士の答弁書では、業務委託には触れておらず、いくつかの手当が固定残業代

であるとの主張であったが、それならそれで固定残業代制を導入する要件を満たしていないため、会

社側の主張も弁護士の主張も甚だ強引であった。要求書のときよりも正確に再計算した結果、労働審

判では約 140 万円を請求しており、YM さんは半額の 70 万円までならば妥協する意思であったが、

第 2 回の労働審判で会社側は過去の女性問題等、未払い賃金とは無関係の議論を持ち出してきたらし

く、早期解決を優先したいという YM さんの意思により 50 万円で和解した。 



 

 

 

 

 

 

2 月 12 日（金）19 時より上記交流会が開催され現在闘争中の進捗状況と闘

争原因などのお話をさせて頂きました。最初に自己紹介、職場の状況説明と団

交協議事項でもある部長職からドライバーへの突然の業務命令と上司のパワ

ーハラスメント行為がどの様に行われたか、また労働委員会へ不当労働行為救済申し立てに至

るまで詳しく話をさせて頂きました。 

同業種の方からは事情を良く理解して頂いたりその他の参加者の方々にも関心を持って聞

いて頂いたり大変励まされました。私にとりましては組合に加入する事自体が初めての経験で

会社側との団体交渉など全くどの様になるか解りませんでしたが、組合員になる事により仲村

書記長、岡本執行委員ほか多くの方々に助けて頂き精神的に落ち着いて日々の仕事が出来るよ

うになりました。 

今後も自分自身の信念を曲げずに闘っていきたいと改めて思いました。管理職ユニオンの皆

様本当にありがとうございます。今後ともどうぞ宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告 製造・建設・運輸グループ交流会 
                                   組合員 Ｓ 

 

 

～労働委員会への救済申立書からの抜粋～組合加入まで 

１ Ｓ氏は、会社に 2007 年 12 月に入社した。2 か月の研修期間で各事務所回り実務を経

験後、2008 年 3 月、旭食品グループに運輸・業務次長（運行管理者）として所属、2011

年 7 月、運輸・業務部長職に昇格した。2011 年 7 月以降、組織図上は親会社（別事業所

である）の大近グループ運輸・業務部長を兼任となっていたが、実務上は旭食品グループ

を常勤としていた。 

  2014 年 6 月以降は、大近グループ運輸・業務部長（運行管理者）として勤務していた。 

  会社から大近グループへの運賃決定及び請求に関しての決済は、谷口厚士社長（以下「谷

口社長」という）と、農端博之本部長（以下「農端本部長」という）が権限を持っていた。

大近から会社への支払いも、大近物流部責任者農端副部長（会社では取締役と大近を兼任）

が決裁を行っていた。Ｓ氏は、運賃決定・請求関係の権限を一切与えられていなかった。 

２ 2015 年 10 月 29 日午前中の月次会議の席で、農端本部長より突然、2014 年 7 月以降

の収支面で経常利益が悪化したのはＳ氏の責任であるとの一方的発言をされ、業務指示で

11 月から現場に出てもらうと言われた。また、同時に使用していたデスク・パソコンを

取り上げられた。 

  同日の午後、農端本部長より個別にＳ氏が呼び出しを受け、処遇・役職は今期中（2016

年 2 月末まで）は変わらないこと、親会社（株式会社大近、以下「大近」という）でも

問題視されていると脅され経営を悪化させた原因の一つにＳ氏が行ったサービス残業改

善を原資無く行った事も原因であるとの発言がなされた。また、2016 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 労働運動研究会では労働運動のあり方を考えるため、これまで関西生コンや全港湾、全国金

属、ゼネラルユニオン等々の活動家に来ていただいて話をしてもらう等してきました。そして、

今回は海外の労働運動の実態も学びたいということで、神戸大准教授の岩佐卓也さんをお招き

して、「グローバリゼーションとドイツ労働運動」と題する学習会を開催しました。ドイツは

強力な産別組合が使用者団体との労働協約によって賃金水準や労働時間などを規制している

ということで一つの典型例とされています。当日は、10 名を超える方に参加していただき、

中々の盛況でした。以下、学習会の内容をかいつまんで紹介いたします。 

 

 ドイツではＤＧＢ（ドイツ労働組合総同盟）というナショナルセンターがあり、そこに加盟

している労働組合は 8 つです。日本の労働組合が何万とあるのに対し、主要な労働組合が 8 つ

しかないのです。もっとも、この 8 つの組合は産業別組合であって、組合員数も十数万人から

2 百数十万人という規模です。そして、これらの組合がそれぞれ対応する使用者団体と労働協

約を締結（横断的労働協約）し、労働条件のもっとも重要な要素である賃金や労働時間につい

て取り決めるというのが基本となってきました。 

 ところが、近年横断的労働協約の在り方も変化を余儀なくされています。個別企業の経営状

年 3 月に会社の枚方事業所を閉鎖するに当たり、現行部長職の人員を削減し、Ｓさんも含

めて再度責任者（部長人事）を選び直す、とのリストラを行う旨の発言もされた。更に話

の中で「世間やったら飛ばされてる」、「普通やったら降格」との発言もあった。Ｓ氏に対

する 11 月からのドライバー特化については、「業務指示やから別に拒否のしようは無いん

やけど」と命令している。 

 Ｓ氏は、農端本部長が月例会議の数日前から周辺の者（Ｓ氏の部下ら）に対し、「次の

会議でＳが大変になる」と事前に発言していたので、会議時の反論は無意味と判断し、月

例会議及び個別呼び出しの録音をした。 

 Ｓ氏は自身の潔白を訴える先を模索したが、谷口社長と農端本部長が結託しており、エ

ルライン社内で絶対的権力に伏するしかない状況であった。農端本部長の発言により

2016 年 3 月以降に退職強要・降格・減給など労働条件の不利益変更がさらに加速する可

能性があると判断し、2015 年 11 月 5 日組合に加入し、労働組合加入通知書及び農端本部

長から言われた「現行役職・給与は 2016 年 2 月以降不明と言われたことについて」と「デ

スク・パソコンを取り上げてドライバーに特化させたことについて」を協議事項とする団

体交渉申入書を、会社に送付した。 

2月 19日 労働運動研究会 報告 

「グローバリゼーションとドイツ労働運動」 



 

況に関わらず一律に労働条件を規定する「硬い」ルールから、個別企業の経営状況に合わせて

例外も認める「柔らかい」ルールへと変わってきているのです。そもそも、横断的労働協約は、

個別企業が労働条件の切下げを競争の手段とすることを防止し、そのことによって労働条件の

維持・向上を担保するということに大きな意義があります。ところが、個別企業の経営状況に

合わせて協約適用除外を許し、労働条件の切下げを認めるということになれば、こうした役割

は大きく縮減されてしまうことになります。 

 

 ドイツの労働組合がこうした「柔らかいルール」を受け入れざるを得なかったのは、企業が

国外移転の恫喝をかけてきたからです。つまり、労働条件の切下げを認めなければ、ドイツ国

内の事業所を閉鎖して全員解雇し、賃金の安い東欧に移転するというのです。これは恫喝にと

どまらず、ジーメンスは、実際に東欧で移転用地まで購入し、具体的な移転計画を作成した上

で、労働協約の適用除外を要求してきたのです。そして、多くの企業がジーメンスのやり方に

追随し、協約適用除外を求めるようになったことから、「ダムの崩壊」とも言われたそうです。

こうした状況について、有力な労働組合であるＩＧメタルの委員長は「うなずいてばかりいる

と首が自然に落ちる」と発言したということです。ユーロ圏への東欧諸国の参加等グローバル

化の影響を受けて、労働組合は守勢に立たされているのです。 

 しかし、ドイツの労働組合はただ押されるままに後退を続けているわけではありません。国

外移転の恫喝に対しては、労働組合が撥ねつけても、解雇を恐れる事業所の従業員が崩れて屈

服するという事態も起こりました。そのため、労働組合は事業所での組織力強化に乗り出しま

した。また、国外移転が、労働条件を切り下げるための単なる口実に過ぎないことも少なくな

かったことから、労働組合は専門的機関を使って現実的裏付けを徹底的に検証することとしま

した。そして、仮に労働協約の適用除外を認めざるを得ない場合でも、交換条件として生産組

織の改善などを受け入れさせ、できるだけ譲歩を縮減したのです。その結果、「たしかにプフ

ォルツハイム協定（協約適用除外を認める協定）の当初は問題がありましたが、しかし現在は

違います。便乗効果はすでに過去のものです。」「プフォルツハイム協定によ

って確かに協約適用除外の数は増えましたが、内容的にはより窮屈なものに

なっています。」というところまで押し返してきているのです。 

 

 さて、岩佐さんが強調されていたのは、「ドイツは横断的労働協約がある

から労働条件を守れるが、日本は企業別組合主流なので無理だ」等と言ってい

ても何の意味もないということです。ドイツでも、すでに横断的労働協約が労働条件を守って

くれるという状況はない。事業所別の組合組織の強化や、会社の攻撃に対する徹底した分析、

ストライキなどの対抗措置等々、要は積極的な労働運動の展開によって初めて労働条件を確保

できるのだということです。 

 ふりかえって日本の状況を見るならば、要求もせず、闘いもせず、「うなずいてばかりいる」

ことがまず問題なのであって、まずは要求し、闘い、その上で負けないために、勝つために何

をするべきか、考えるべきだということだと思います。 

（大橋） 

 

 



 

 

 

 

 この映画はドキュメンタリーで

ある。東海テレビという民放局が指

定暴力団「二代目東組二代目清勇会」

を数カ月にわたって取材して作成

した。取材の取り決めは、「謝礼金

は一切支払わない」「モザイクはか

けない」「番組や撮影素材を事前に

見せない」等と言うもの。それだけ

に、虚飾のない場面が次々と映し出

される。 

組員が野球賭博に関わるらしい

金を封筒に分けて入れているところ、夜の街で待ち合わせをして薬らしいものを受け渡してい

るところ等々。もっとも、やくざ映画に出てくるような華やかさや禍々しさはなく、細々とう

らびれた生業をしているような雰囲気である。ある組員の住居は古い小さなアパートの一室で、

部屋いっぱいに洗濯物が干してある。その組員は元々ペンキ屋を営んでいたが、人にだまされ

て財産を失い、家族もバラバラになった。この組員が記者に投げかける～「一番苦しい時を助

けてくれたのが今のアニキです。苦しい時、誰か助けてくれます？ 実際、誰も助けてくれな

いんですよ」。また、住込みの若い組員は引きこもりであったが、川口会長の本を読んで感動

し、自ら事務所を訪れて志願してきたという。人間関係が苦手のようで、古手の組員たちも扱

いかねている様子だ。 

様々な事情で社会からはじき出された組員たちを、川口会長が束ねている。山口組系と清勇

会の抗争に巻き込まれて一般人に死亡者が出た事件に絡んで、長期服役していた人物である。

とは言え、いわゆる強面ではない。ある飲み屋のシーン。川口会長と記者、女将がビールを飲

みながら話している。記者が女将に対して「怖くないですか？」と尋ねたのに対し、女将は「あ

んた、面白いこと言うなあ」「ヤクザが怖かったら、新世界で生きてきてられへんで。この人

らは守ってくれる。警察なんて誰もまもってくれへん」。 

川口会長は、組事務所の一室で、記者に対して紙の束を見せる。関西と関東の関係者から集

めた「暴力団排除条例」で実害を受けているヤクザとその家族の実例である。「子供が幼稚園

に通えない」「銀行口座が作れない。口座が作れない子供の給食費が引き落とせない。金を手

持ちすると学校に親がヤクザだとばれてしまう。」等々。その紙束を見せられた記者が川口会

長におずおずと質問する～「だったらヤクザをやめればいいっていう質問が必ず出てくると思

うんですけど」。これに対し、川口会長がたった一言「どこで受け入れてくれる？」と答える。 

日本国憲法第 14 条は「すべて国民は、法の下に平等であって、人種、信条、性別、社会的

身分又は門地により、政治的、経済的又は社会的関係において、差別されない」と定めている。

やくざが良いわけではないとしても、だから人権を奪って良いということにもならないはずだ。

社会の敵というレッテルが張られたとたん、人権剥奪が正当化されるような社会に、危うさを

感じるのは私だけではないだろう。                      （大橋） 

映画評 「ヤクザと憲法」 



 

 

 

 

 

 

家計の出費の中で通信費の割合は高いと思いま

す。インターネットと電話、タブレット、ケーブ

ルＴＶ、ＷｉＦｉなどいっぱいあって大変です。

ドコモ、ａｕ，ソフトバンクなどのキャリアで iPhone を使っている人は月

額 8 千円以上支払っていらっしゃると思います。格安ケータイに切り替える

ことで、基本料金を月額 1000 円から 2500 円くらいに抑えることができる場合があります。

私の場合、イオンで geanee のケータイ本体を買って、ビッグローブのサービス、ドコモの回

線を使用する、いわゆるイオンケータイを使うことで、毎月の通話料込の出費を 1900 円から

2500 円くらいで済ませています。 

 以前は8000円から12000円払っていましたから、ほぼ毎月6000円以上節約できています。

これは大きいですよね。しばらくはアンドロイドケータイに慣れなくて周囲の方かけましたが、

背に腹はかえられません。LINE や Facebook、Gmail も普通に使えますし、アンドロイドも

ありだなって思いました。Gmail との相性はさすがですし、セキュリティもパソコン用のウィ

ルスソフトを入れて強化できました。 

操作性とタッチがちょっと iPhone より堅苦しくて面倒でパソコンそのものって感じです

が、・・・まあ生真面目すぎる人と対話しているような感じかなと思って気にせずにいきます。

（笑） 

 ひとつ心配なのは海外に持っていったときです。海外では待ち受けはできても掛けることが

できないそうです。iPhone は海外でも普通に使えてストレスフリーでしたから、そのあたり

は心配です。まあなんとかなるでしょう。見栄えやスペックをあまり重要視しない方はぜひと

も格安ケータイを使って通信費を節約しましょう。 

海外とのやり取りを頻繁に行う方でしたら SNS（social networking service）を通じてやりと

りされる方が多いのではないでしょうか。日本語話者の方以外に対してですと、電話口に出て

もらってもなかなかしっかり用件がつたわらなかったりして大変ですよね。Facebook で友達

になれるような間柄でしたら、Facebook のメッセージとかでやりとりすれば費用もかかりま

せん。私のように英語が下手くそですと現地の方と電話で話しをするのはすごいストレスです。

それに英語って相手の口元を見ながらでないと聞き取りにくいってことがありますよね。文字

情報の方が正確なのは多くの日本人が思うことでしょう。 

 

 賃金が上がらず、社会保険料と税金は高くなる一方である現在、いかに家計を防衛するか大

変な問題です。できる限り無料のサービスを通信手段として活用しましょう。 

 郵便料金も高いですね。国内の封書が 80 円だったころ、香港に封書を送ってみてびっくり

しました。いくらかかったと思いますか？たったの 90 円です。実は香港内では 1.7HK＄（約

通信費を抑えよう  

Mr.K のあれこれエッセイ 

 



 

2５円から 30 円くらい）で封書（30ｇ）が郵送できるのです。どうりで香港から封書がどん

どん送られてくるわけです。フィリピンの銀行はいまだ小切手での決済が主流です。郵送もや

むをえませんが、国内はできるだけメールや PDF でやり取りして郵便代を節約しています。 

 ネット環境に関してですが、最近インターネット接続が標準装備となっている賃貸物件が増

えています。もしも今住んでいらっしゃるところが賃貸物件で空き部屋もあるなら、大家さん

に「うちのところもネットあったらいいのにね」とおねだりしてみるのも一つの手かもしれま

せん。空き部屋対策にネット接続無料をうたって入居者募集の広告を不動産会社に出すことを

考えるはずです。そうすれば家賃はそのままでネット接続が無料になります。 

固定電話は外してしまってもそんなに不自由は感じません。FAX も家庭ではあまり必要ない

ので、この際固定電話を外して一気に通信費を削るのもよいかもしれません。 

通信費はまだまだ節約できる分野だと思います。組合員のみなさんもいろいろ知恵を出し合っ

て賢くやりくりしましょう。 

 次回は家事について書いてみます。家事全般をうまく切り回せば、投資や貯蓄、趣味や教養、

健康や美容、交際や社交その他に回せるお金が増えます。財テクで資産を増やすにはどうすれ

ばよいですかとの質問には、家事力をつければ資産が増えるとお答えします。

投資には原資が必要ですし、堅実な暮らしのなかでこそ良い投資機会が恵まれ

るからです。「勤勉に働いて倹約に努める」そんな価値観や行動様式を組合員

の皆さんと分かち合いたいですね。次回をお楽しみに！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村上裁判控訴審判決 逆転勝利 
 

 2 月 19 日、大阪高裁にて、村上裁判の判決がありました。結果は、逆転勝利。以下、判

決「主文」を掲載します。 

１ 原判決を取り消す。 

２ 被控訴人（村上氏）の請求をいずれも棄却する。 

３ 訴訟費用は第１、２審とも被控訴人（村上氏）の負担とする。 

  村上氏が最高裁に上告・上告受理申立てをしてくる可能性はありますが、受理される

可能性は１～２％です。ですので、ほぼ今回の控訴審判決で決着がついたと考えており

ます。組合員の皆さんには色々ご心配をおかけしてきました。つきましては、3 月 11 日

（金）19 時から、組合事務所にて、裁判の報告会を開催することにいたしました。詳し

くは、お知らせ欄をご参照ください。 



 

 

 

 

 

 

 2 月 14 日（日）午前 10 時に京阪八幡市駅に集合。遊歩

会はあくまで「歩く」ことをメインに置いているので、い

くら「ビール工場」と銘打っていても、端からビールにう

つつを抜かす等ということはありえない。ところが、初参

加のＡさんなどは、遊歩会の趣旨を全く理解していないよ

うで、いきなりビール工場に行くものと思い込んでいたよ

うである。まったく困ったものである。ともあれ、一行は落胆するＡさんを横目に、まずは石

清水八幡宮の登頂に取り掛かった。 

 2 月にしては驚くほど暖かく、気温は 18 度にも達している。前夜の雨のため、石畳の路面

がキラキラと光っている。ハイキングには絶好の日和の中、九十九折に続く石畳を登り、30

分ほどで石清水八幡宮に到着した。本殿を囲む欄間は名工の極彩色彫刻が施されており、国の

重要文化財で、世界遺産にも指定されているとのこと。確かに中々壮麗であった。有名な「金

の樋」は残念ながら外からは見ることができなかった。さて、一通り見学を終えて下山しよう

としていたところ、遅れてケーブルでやってきたＯＴ氏が合流。写真の左上に写っている人物

である。「歩く」ことを忘れた輩であるので、今度からは写真は黒塗りにさせてもらうかもし

れない。 

 さて、石清水八幡宮を下山して、飛行神社に立ち寄った後、いよいよビール工場へ向かうべ

く三川越えに赴いた。三川とは、木津川、宇治川、桂川。この三川が合流して淀川となる手前

での渡河となる。それぞれの川には 2～300 メートルもあるかと思われる長大な橋が架かり、

川面と河原が一望できる。堤防には背割り桜の並木が続いており、春にはさぞ華やかだろう。

前夜の低気圧の影響で強風が吹いていたが、適度な運動と暖かい気温で暑いくらいであり、心

地よい。京都の貫く三大河川を一度に渡るというのも中々面白い経験であった。 

 三川を渡り切ってしばらく歩いたところで昼食をとり、

ほぼ予定通りの時間にサントリービール工場に到着。最初

はもちろん工場見学。女性職員の案内で、ホップのにおい

をかがせてもらったり、高速度で缶にビールを注入する映

像を見せてもらったり、まずまず面白かった。そして、い

よいよ試飲。これが素晴らしいの一言に尽きる。グラスは

小ジョッキくらいはあるだろう。各自 3 杯まで飲める上、

つまみまで付けてくれる。しかも、発泡酒や第三のビー

ルではない。ザ・プレミアム・モルツとマスターズドリ

ーム。いつも問題を起こすＨ氏などは、ビールを飲まな

いメンバーの分までもらい、4～5 杯は空けていたのでは

ないだろうか。すっかりいい気分になった一行は、送迎

バスで阪急西山天王山駅とＪＲ長岡京駅まで送ってもらい、解散となったのであった。 

～報告～メタボ解消！ 遊歩会  

サントリービール工場 厳寒の 2月ポカポカ企画  
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メタボ解消！遊歩会ハイキング 

～早春の六甲山系を踏破～ 

       芦屋ロックガーデンから有馬温泉へ 

 

早春の六甲山系を踏破し、有馬温泉でゆったりという企画。今回は相当ハードなコース

なので、リーダーのＯ氏は早々とロックガーデンでの脱落を宣言しています。もちろん、

誰でも脱落は自由。フォロ－はないし、後で散々言われるかもしれませんが、そんなこと

を気にしていては遊歩会では生き残れません。もっとも、汗を流して山を登り、温泉でさ

っぱりというのは、さぞ気分が良いだろうとは思います。各自の体力に合わせつつ、是非

ご参加ください！ 

3 月 13 日（日）9 時 30 分  阪急芦屋川駅集合 

 

遊歩会 4 月の企画 

青春 18 きっぷの旅～桜、桜、桜～姫路・白鷺城と龍野・赤とんぼの里 

   4 月 3 日（日） 集合時間：8 時 55 分  場所：JR 大阪駅連絡橋口改札  

要予約！ 参加希望の方は 3 月 20 日までに、組合事務所までご連絡を！ 

 

兵庫県組合員交流会 
日時：3 月 12 日（土）14 時～ 

 場所：六甲道勤労市民センター服飾室 

 内容：仲村ＭＵ書記長の話 「今後の労働運動について」 

  兵庫県組合員交流会もほぼ定着してきました。大体 3 ヶ月 

ごとに開催しています。 

学習会なり懇談会の後には、近くの飲み屋に繰り出して、 

ワイワイ交流も行います。日頃大阪まで出て来られない方、 

是非一度顔を出してください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新入組合員学習会 

 今年から、新入組合員学習会は、入門編と中級編を開催しています。入門編では、労働

者はどんな権利を持っているのか？ 労働組合はどんな権利を持っていて、何ができるの

か？ 団体交渉の進め方など、さしあたりすぐに知っておいた方が良いことを中心にレク

チャーします。応用編では、職場での組合活動、労働条件改善、不当労働行為などについ

てレクチャーする予定です。新入組合員の皆さんはもちろん、そうでない方もどんどんご

参加ください！ 

新入組合員学習会（入門編） 3 月 12 日（土）14 時～ ＠組合事務所 

新入組合員学習会（中級編） 3 月 25 日（金）19 時～ ＠組合事務所 

労働運動研究会～フランス～ 
 前回はドイツの労働運動について報告をしてもらいました。今回はフランスをテーマに

取り上げます。フランスはドイツと違い労働組合の組織率は 7～8％と極めて低いにもかか

わらず、協約拘束率は 90％を超えています。つまり、90％以上の労働者が労働協約の適用

を受け、それによって労働条件を守られているということです。フランスの労働組合はど

んな活動を行っているのか、なぜ強大な社会的影響力を持っているのか、そうしたことを

学んでいければと思います。是非ご参加ください。 

日時：3 月 18 日（金）19 時～    場所：ユニオン事務所 

「オランド政権とフランスの社会運動」お話し：杉村昌昭さん（龍大名誉教授） 

大阪ユニオンネットワーク 春闘統一行動 

  3 月 17 日（木）午前 8:30～終日 

  大阪の様々な労働組合が、現在争議中の会社などをターゲットにして、1 日共同行動 

に取り組みます。当組合でも、ヤンマー争議の際には春闘統一行動に組み込んでもら 

いました。朝８時３０分から夕方にかけて、順繰りに複数の会社を回り、抗議行動等 

を行います。各組合が旗やのぼりを持ち寄り、数十人規模で会社前などに展開するの 

で中々の迫力です。平日ですが、可能なら有給をとってでもご参加ください！ 

 

※詳しい予定や会社名等は、組合事務所大橋までお問い合わせください。 

スタート ８時３０分 ＮＴＴ西日本本社(法円坂)：電通合同です。 


